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ニホンザルを寒冷環境 (5oC)におくと平均皮膚温は
環境温にはば比例して下降し,酸素消r2丘は安榊寺の代
謝の2倍以上に増加して,体熱の平衡をとるため直腸温
はほとんど変化しない｡皮府温の低下は手と足で大き
く,頭取 躯幹ではわずかである｡すなわちニホンザル
の対寒反応ははばヒト･イヌと同じ程皮に発現する｡
宝温35oC以上の温環境では組織のコンダクタンスは
かなり糊加するが,バンティングによる気道水分放散の
相加はなく,発汗も柾めて軽故で,熱平衡を保つことが
できない｡-d脱祖は上昇して400を越え,平均皮府弧と
I)ニホンザルの先払について.卯16回プT)マーチス研
究会 (1972)｡
二足歩行の姿勢は服幹部が的fTlした中腰迩85･であり.
スタンスJm,スイング)g)を皿じてヒザm肺は冊に股間肺
より前方にある｡肪TE図により下肢筋の所動をしらべる
とスタンス糊において申L71筋,外C1IL広汎 大腿二gl筋,
駒舵冊J% 脚脱肪のすべてが同Jn迎続して7;･勤し,スイ
ング糊には前肥やが強く働いている｡さらに詳しくみる
とrP殿茄.大腿二頭筋が同3m的に放く働き,その活動の
中心はスタンス糊の前中期にある｡外側広筋はスタンス
期の後期により強く働きまた併股筋が中殿筋,大腿二頭
筋と外81Tl広筋のいづれにも同期的に働いている｡
このようなパターンは四足非行時のそれと酷似してい
る｡すなわちニホンザルの二足歩行は五本的には四足S･
行の扱横をそのまま利用することによりなされるのでは
ないかと思われる｡
3)ヒトの直立二足歩行との比較
ヒトのロコモーション様式は直立二足歩行型であり,
下肢筋の_gi'正比もニホンザルとは全く異なっている｡ヒ
トではスタンス小川に即吟,大腿,下腿の軸が歩行面上
からの垂正線上にほほ並び.股 ･膝関節が伸びているこ
とがニホンザルの26･きガと界なる｡またスタンス期の下
肢筋もニホンザルとうでなり各筋がある-P.Ij卿このみ働
杏,相対的にその活動は7,vL(弓ilである｡胴JJ-への推進力は
ヒトの切分スタンス)g]の捜JUlに下腿三ql茄の比較的強い
活動にともなうJlのIL-cmにより1FItpられる｡この場合下肢
は "propulsivestrut●'として働いており.ニホンザル
で下肢が 'propulsivelever' としてより取nrI･な役割を
抗ずる級川とはかなり只なっている｡
の差は10C以内となり,それに加えてモンキー椅子上で
はしばしばあばれるためにより伏臥が上ft･し,怨敵に危
険な状態に陥る (Nakayamacta1.1971)｡〔l然B3境に
おいて日中気･Aiが35oCを越えるような場合,おそらく
サルは木蔭や水を求めるなどの行刑によって肘,FAをLlUl,価
するものと想像される｡しかし.掛川.rLJH淡による発紺.li
にはサルはどのような･in圧1jt応を示すのであろうか｡と
れを父放的に枚対した｡
火映は昭和46隼6-7月に行なった｡用いたサルはオ
ス7匹 (休氾9.0-14.2kg)である.?.lWl奇12,18,38,
64,78.宮仁も25,三方29.モンキー椅子にのせ,手首と
足廿を半間定した｡室温は26土loCである｡
酸累消Tf星は換気法によりペックマン快諾分析計E-
2型でml定した｡測定法の詳細はすでに報告したが (掘
他,1971),換気は20L/分, 15分ごとに5分間採災し
た｡気道からの水分放散正は環境弧にかかわらずはば一
定であることが先の実験から明らかなので,これを代謝
丘の8C/Oとした｡呼吸抑ま0.83とした｡
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